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1．はじめに 

近年,日本では短時間かつ局所的な降雨により,全
国各地で甚大な豪雨被害が増加している．今後は地

球温暖化により更に河川の氾濫,浸水被害が予想され,
治水安全度の向上が重要である．しかし一方で,河川

改修は河川本来の姿を大きく変えることになり,改修

が河川環境に与える影響について十分配慮する必要

がある．本稿は河床掘削を基本とした河川改修計画

において,治水安全度の向上と良好な河川環境の確保

の両立について検討を行ったものである． 
2．対象河川概要 

2．1 対象河川 

対象河川である紫川は福岡県北九州市内を流れる

流路延長 21．3km の 2 級河川である．河道は掘込河

道となっており,下流部は北九州市の中心地で行政機

関や工場,商業施設などが密集し,中流部では宅地が

隣接する都市河川でありながら,アユの産卵が確認さ

れるなど,自然環境が豊かな河川である． 
しかしながら,河川改修が完了していないため,近

年の出水に対しては流下能力が不足し,平成 21 年 7
月や平成 22 年 7 月に多大な洪水被害が発生している． 
2．2 現況流下能力及び治水対策 

計画流量を対象とした不等流水位計算結果より,紫
川の現況河道では,流域内において計算水位が堤防高

を超える区間があり,流下能力の不足が確認される

（図-1）．紫川は掘込河道であり,両岸に市街地及び

宅地が隣接することを踏まえ,一部区間を除き河道拡

幅は行わないものとし,早期治水効果の確保の観点か

ら, 暫定計画として,河床掘削を基本とした治水対策

が計画されている． 
2．3 課題 

上述の通り,紫川では流下能力が不足しており,河
床掘削を基本とした治水対策が計画されている．し

かし一方で,現況河床にはアユの産卵に適した早瀬が

形成されるなど,水辺の生物にとって河道内の土砂は

豊かな生育の場となっている．当該河川においてア

ユの産卵が確認されている地点を示すと,産卵場と現

況河道の流下能力が不足する区間が一致しているこ

とが分かる（図-1）．河床掘削を基本とした治水対

策において,従来的な矩形断面による掘削を行った場

合,流速及び水深の低下,並びに平坦に整形された河

床へは浮泥の堆積が予想され, アユの産卵場にとっ

て重要な早瀬と浮石の礫河床の消失が懸念される．

改修後の流況を現況の産卵場に近い状態で維持する

ことを目標に,本稿ではアユの産卵場条件の確保を環

境配慮の指標とし,流速と水深に着目して検討を行う． 

 

図-1 現況流下能力図 

3．河川改修検討 

3．1 河川環境配慮の方針 

河道計画におけるアユへの配慮のポイント 1）とし

ては以下が挙げられる．①早瀬,平瀬,淵など河道に変

化をつける．②産卵場として小礫と早瀬を確保する．

③障害物の高さは遡上可能な 20～40cm とする． 
ポイントを踏まえ,アユの産卵環境への影響が極力

小さくなるよう,掘削の基本思想を以下とした．①現

況の澪筋には触れない．②水際の植生は残し,堆積土

砂を基本に掘削する．③現況の産卵場である早瀬は

存置する．④ワンドを多く設置し生物の生育場を確

保する．上記の河道計画には堆積を取り除くことに

よる流下能力の向上,平水時における流速, 水深の確

保及び水際の植生保護やワンドを多数設置すること

による生息場の確保が期待できる.（図-2,図-3） 

 
図-2 環境配慮断面のイメージ 
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図-3 環境配慮平面のイメージ 

3．2 治水効果の検証 

環境に配慮した河道について,流下能力の検討を行

った（図-4）．青線は現況河道,赤線は改修後の河道

の不等流水位計算結果を示しており,現況河道と比べ

ると,改修後の河道では計算水位が低下し,目標流量

を流下することが確認された． 
この結果より,紫川においては現況の澪筋を存置し,

堆積部を対象に掘削を行った場合でも,十分な河積の

確保及び治水安全度の向上が可能である． 

 
図-4 水位縦断図 

3．3 産卵環境の検証 

アユは流れの速い早瀬の小礫にて産卵を行うため,
当該区間の改修計画においては流速, 水深及び河床

の状況に留意する必要がある．現地調査によると,紫
川においてアユの産卵が確認された場所の流速は

100cm/s,水深は 15～40cm 程度の浮石状態の礫床の早

瀬であることが判明した（表-1）．改修後の産卵環

境の確認を行うため,アユの産卵期である 10～11 月

の流量を対象とし,不等流計算にて改修後の流速,水
深について検証を行った（図-5）． 

検証の結果, 河川改修後の産卵場における流速,水
深は現地調査及び文献値に概ね一致する値であり,最
大流速 105cm/s は現地調査時の流速とほぼ一致して

いる．また,水深は 13.7～25.6cm となっており,現地調

査時の水深に対してやや小さい値となっているが,文
献値に適する値であることから,河道改修後において

もアユの産卵環境である早瀬と礫河床の維持,確保が

可能と考えられる． 
表-1 アユの産卵場の環境諸条件 

環境調査 現地調査 文献値 
流速 100 cm/s 40～100 cm/s 2） 

20～85 cm/s 3） 
水深 15~40 cm 10~60 cm 2） 

20 cm 以下 3） 
21 cm 4） 

 
図-5 流速,水深グラフ 

4．まとめ 

河床掘削による改修は河川環境を大きく変え,水辺

の生物に対し多大な影響を及ぼすことが懸念される． 
本稿では掘削前後の流速, 水深に着目し,アユの産

卵環境を指標として検討を行った． 
掘削の基本方針として,堆積土砂の掘削を主とし,

現況の澪筋や水際植生の存置,ワンドの設置といった

対策を行うことで,河積及び治水安全度を確保しつつ

河川環境に配慮した河道改修を計画した． 
今後はモニタリングを実施し,今回計画した河道に

ついて効果の検証が望まれる． 
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